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海外の容量市場の価格とその影響から何を読み取るべきか？ 

 

服部 徹 

わが国では、容量市場の詳細設計が進みつつあるが、実際に容量市場で決まる価格とそ

の影響について考えておくことは、市場メカニズムを活用してエネルギー政策の目標を達

成しようとするわが国にとって重要である。以下、先行する英国の事例を中心に、その経

験を振り返る。 

【指標価格を下回る約定価格とその影響】 

英国では、４年先の供給力を確保するメインオークションが既に４回行われているが、

その約定価格は、新規電源の固定費回収に必要な費用であるＮｅｔＣＯＮＥを大きく下回

っている。直近のオークションではＮｅｔＣＯＮＥの２割にも満たない過去最低の価格と

なった。基本的には、４年先に提供可能な容量が需要を上回るために生じたことで、国全

体で必要とされる供給力を安価に確保できたという意味で、容量市場はその役割を果たし

ていると言える。約定価格がＮｅｔＣＯＮＥを下回る状況は、より長い歴史を有する米国

ＰＪＭの容量市場でも継続的に観察されている。 

しかし、価格がＮｅｔＣＯＮＥより安いことで、結果的に新規電源には厳しい結果とな

っている。既設電源の落札率と比較すると、応札した新規電源の落札率は明らかに低い（図）。

また、大型の新規電源はこれまで数件しか落札しておらず、新規電源で落札した電源の多

くは規模の小さい電源である。米国では、天然ガスの価格が安いこともあり、新規のＣＣ

ＧＴの落札も見られるが、やはり大型の新規電源には厳しい状況である。 

【多様な供給力の参入で供給力を確保】 

英国で落札した新規電源の多くは、配電網に接続する分散型電源である。英国では、  

１００ＭＷ以下の分散型電源が、送配電料金の制度において優遇され、送電系統に接続さ

れた電源よりも競争力が高かったことがその一因であるが、容量市場が重要な収入源にな

っていたことも無視できない。デマンドレスポンスや貯蔵といった従来の電源以外の新た

な供給力も一定程度落札しており、容量市場の創設で参入が促されたとみられる多様な供

給力が、全体の供給力の確保に貢献している。 

【容量価格の決定要因は複雑】 

容量市場の価格は、市場である以上、需要と供給のバランスで決まり、供給力が余剰の

状態にあれば当然安くなる。ただ、需要の方は、人為的に設定される需要曲線によって決

まるため、そのパラメータに依存すると言える。また供給の方は、落札した場合に供給力

として満たすべき要件（リクワイアメント）にも依存し、それが厳しいほど、オークショ

ンの参加者が減り、価格は高くなる。さらに、容量市場以外の制度や政策によっても左右

される。様々な要因が複雑に絡み合うため、将来の価格を予測するのは困難である。 

【容量市場で低価格が続く可能性も】 

長期的には、容量市場の価格は適切に設定されたＮｅｔＣＯＮＥの水準に近づくとも考
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えられる。しかし、不確実性の下では、既存電源は採算が取れなくても廃止の意思決定が

遅れがちになると考えられ、構造的に供給余剰が続いて低価格が続く可能性も否定できな

い。容量市場で全てが決まるわけではないが、新規の大型電源を前提とするエネルギーミ

ックスの達成にはリスクとなる。 
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出所:National Gridのデータより作成

図 英国の容量市場における新規電源と既存電源の応札と落札の状況


